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官
民
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
働
組
織

大
都
市
の
近
郊
に
あ
っ
て
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
沢
登
り
な
ど
で
多
く
の
人
び
と
に
親

し
ま
れ
て
い
る
神
奈
川
県
の
「
丹
沢
」
は
、

ブ
ナ
の
立
ち
枯
れ
や
シ
カ
の
採
食
、
登
山

者
に
よ
る
踏
み
固
め
な
ど
、
森
林
被
害
が

進
ん
で
い
ま
す
。

「
信
仰
の
山
」
大
山
を
含
む
丹
沢
山
塊
で

は
、
四
、
九
〇
〇
㌶
と
い
う
広
大
な
森
林

が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
憂
え
る

人
び
と
が
、
民
と
官
の
枠
を
超
え
て
丹
沢

の
森
林
を
再
生
し
よ
う
と
、
市
民
参
加
の

協
働
組
織
と
し
て
平
成
一
八
年
に
立
ち
上

が
っ
た
の
が
、「
丹
沢
大
山
自
然
再
生
委
員

丹た

ん

ざ

わ沢
大お

お

や

ま山
自
然
再
生
委
員
会

全国森林
ボランティア

探訪 Vol.30

会
（
委
員
長
・
木
平
勇
吉
氏
）」
で
す
。
丹

沢
で
活
躍
し
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
行
政
・
研
究
機

関
・
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

る
の
が
こ
の
委
員
会
で
、
全
国
的
に
見
て

も
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
委
員
会
の
前
身
は
、
平
成
一
六
年

に
神
奈
川
県
の
企
画
で
設
立
さ
れ
た
「
丹

沢
大
山
総
合
調
査
団
」
で
、
学
会
と
行
政
、

市
民
を
交
え
て
構
成
さ
れ
、
三
年
間
か
け

て
丹
沢
の
森
林
被
害
の
状
況
を
調
査
し
、

自
然
再
生
の
基
本
方
向
と
新
た
な
仕
組
み

を
示
し
た
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
総
合
調
査
団
を
発
展
さ
せ
て
「
丹
沢
大

山
自
然
再
生
委
員
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
委
員
会
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て
、

県
が
作
成
し
た
「
丹
沢
大
山
自
然
再
生
基

本
構
想
」
と
「
丹
沢
大
山
自
然
再
生
計
画
」

に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
多

岐
に
わ
た
り
、
荒
れ
た
登
山
道
の
整
備
や
、

樹
木
を
シ
カ
の
被
害
か
ら
守
る
活
動
を
は

じ
め
、
各
種
の
調
査
活
動
を
通
じ
て
、
県

が
実
施
し
て
い
る
森
林
保
全
事
業
に
参
加

す
る
な
ど
、
行
政
と
の
協
働
で
自
主
的
に

活
動
す
る
「
自
然
再
生
の
神
奈
川
モ
デ
ル
」

ブ
ナ
の
立
ち
枯
れ
や
シ
カ
の
食
害
、
表
土
流
出
な
ど
、
森
林
被
害
が
著
し
い
丹
沢
で
、

官
民
協
働
で
森
林
の
再
生
を
目
指
す
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
、
国
、
市
町
村
、
関
連
団
体
、
企
業
、
マ
ス
コ
ミ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
研
究
機
関
な
ど
で
組
織
さ
れ
る

「
丹
沢
大
山
自
然
再
生
委
員
会
」
は
、

各
組
織
の
保
全
活
動
を
体
系
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

県
等
が
行
う
保
全
施
策
を
科
学
的
に
評
価
し
、
政
策
面
に
反
映
す
る
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地面の植生がなくなった森ではシカは樹の皮で飢
えをしのぐ（写真提供：丹沢大山自然再生委員会）

シカ食害防止ネット

シカの採食で林床が裸地化したブナ林
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の
保
全
や
地
域
の
安
全
と
活
性
化
な
ど
人

と
自
然
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
と
い
う
大

き
な
働
き
を
導
き
出
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

丹沢大山自然再生委員会
2004年丹沢大山総合調査団設立
2006年丹沢大山自然再生委委員会設立
委員長：木平勇吉
委員会の構成：大学・民間研究機関・

NPO法人・マスコミ関係、企業・団
体、行政機関等

事務局：神奈川県緑政課長、神奈川県
自然環境保全センター所長

と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

シ
カ
の
採
食
被
害
の
状
況

ブ
ナ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
天
然
広

葉
樹
林
の
地
面
は
草
や
低
木
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
シ
カ
が
食
べ
な
い
マ
ツ

カ
ゼ
ソ
ウ
、
フ
タ
リ
ス
ズ
カ
、
テ
ン
ニ
ン
ソ

ウ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
尽
く
さ
れ
、
表

土
の
流
亡
を
防
ぐ
役
目
を
果
た
す
落
ち
葉

も
土
と
一
緒
に
雨
で
流
さ
れ
、
土
壌
の
侵

食
が
進
み
、
木
の
根
が
浮
き
上
が
る
な
ど
、

森
林
の
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
侵
食
が

さ
ら
に
進
む
と
、
水
害
な
ど
自
然
災
害
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
神
奈
川
県
で
は

枯
れ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
の

調
査
に
よ
る
と
、
ブ
ナ
が
枯
れ
る
原
因
は
、

オ
ゾ
ン
濃
度
、
ブ
ナ
ハ
バ
チ
と
シ
カ
の
採

食
、
土
壌
の
水
分
不
足
に
よ
る
水
分
ス
ト

レ
ス
の
複
合
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。
ブ
ナ
の
生
育
に
必
要
な
オ
ゾ
ン
濃
度

は
四
〇
ｐ
ｐ
ｂ
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

丹
沢
山
頂
で
観
測
し
た
と
こ
ろ
、
常
に
四

〇
ｐ
ｐ
ｂ
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
林
を
再
生
す
る
実
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ブ
ナ
の
実
を
採
取
し
て
、
苗
木

を
育
て
保
護
柵
で
囲
っ
た
中
で
育
て
て
い

ま
す
。
柵
の
中
は
雑
草
が
生
え
、
ブ
ナ
の

生
長
を
助
け
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
、

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
林
の
再
生
は
、
丹
沢
の
山
を
元
気

に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
希
少
な
動
植
物

柵内で行われている植生の復旧試験

県の担当者から説明を聞くボランティア

土壌侵食で根が浮き上がったブナ林

稜線部分のブナは枯れて白骨化している（写真提
供：丹沢大山自然再生委員会）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
で
表
面
の
土
の

流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究

と
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
定
の
面
積

に
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
シ
カ
の
進
入
を
防
ぎ
、

ネ
ッ
ト
の
中
と
外
で
草
や
低
木
の
生
育
を

調
べ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
中
で
は
草
や

低
木
が
育
っ
て
い
ま
す
が
、
外
は
シ
カ
の

採
食
で
土
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
落
ち
葉
を
た
め
て
侵
食
を
防
ぐ
た

め
に
一
定
の
間
隔
で
、「
金
網
筋
工
」
と
い

う
三
角
形
の
柵
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

金
網
に
落
ち
葉
が
た
ま
り
、
土
壌
侵
食
を

く
い
止
め
る
効
果
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
林
の
再
生
を
目
指
し
て

蛭ひ
る
が
だ
け

ヶ
岳（
一
、六
〇
〇
㍍
）と
丹
沢
山（
一
、

五
〇
〇
㍍
）
の
頂
上
付
近
の
ブ
ナ
は
立
ち


